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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ送出装置と、前記データ送出装置にネットワークを介して接続されるデータ記録
装置を有するデータ記録システムであって、
　前記データ記録装置または前記ネットワーク上の装置に搭載したＳＮＭＰ管理機能を用
いて、前記データ送出装置と前記データ記録装置との間の通信におけるパケット破棄情報
を取得し、該パケット破棄情報に基づいて前記データ送出装置と前記データ記録装置との
間のパケットの通信量を制御することを特徴とするデータ記録システム。
【請求項２】
前記データ記録装置または前記ネットワーク上の装置は、取得した前記パケット破棄情報
が０または所定値以下になるまで前記データ送出装置の送出データ量を制御することを特
徴とする請求項１に記載されるデータ記録システム。
【請求項３】
前記データ記録装置または前記ネットワーク上の装置は、取得した前記パケット破棄情報
が所定期間０である場合、前記データ送出装置の送出データ量を所定値ずつ多くし、前記
パケット破棄情報が０を超えたら、直前の送出データ量の値を前記データ送出装置の送出
データ量として制御することを特徴とする請求項１乃至請求項２に記載されるデータ記録
システム。
【請求項４】
前記データ記録装置または前記ネットワーク上の装置は、前記ネットワーク上のネットワ
ークスイッチの入力データ量および出力データ量情報を取得し、出力データ量が入力デー
タ量より少ないネットワークスイッチを前記パケット破棄情報の取得対象とすることを特
徴とする請求項１乃至請求項３に記載されるデータ記録システム。
【請求項５】
　データ送出装置とネットワークを介して通信するデータ記録装置であって、ＳＮＭＰ管
理機能を搭載し、前記ＳＮＭＰ管理機能を用いて前記データ送出装置との間の通信におけ
るパケット破棄情報を取得し、該パケット破棄情報に基づいて前記データ送出装置との間
の通信量を制御することを特徴とするデータ記録装置。
【請求項６】
取得した前記パケット破棄情報が０または所定値以下になるまで前記データ送出装置の送
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出データ量を制御することを特徴とする請求項５に記載されるデータ記録装置。
【請求項７】
取得した前記パケット破棄情報が所定期間０である場合、前記データ送出装置の送出デー
タ量を所定値ずつ多くし、前記パケット破棄情報が０を超えたら、直前の送出データ量の
値を前記データ送出装置の送出データ量として制御することを特徴とする請求項５乃至請
求項６に記載されるデータ記録装置。
【請求項８】
前記ネットワーク上のネットワークスイッチの入力データ量および出力データ量情報を取
得し、出力データ量が入力データ量より少ないネットワークスイッチを前記パケット破棄
情報の取得対象とすることを特徴とする請求項５乃至請求項７に記載されるデータ記録装
置。
【請求項９】
　データ送出装置とデータ記録装置との間のネットワーク上の通信量を制御する通信量制
御方法であって、
　前記データ送出装置と前記データ記録装置との間の通信におけるパケット破棄情報をＳ
ＮＭＰ管理機能を用いて取得し、
　前記取得したパケット破棄情報に基づいて、前記データ送出装置と前記データ記録装置
との間の通信量を制御することを特徴とする通信量制御方法。
【請求項１０】
前記データ記録装置は、取得した前記パケット破棄情報が０または所定値以下になるまで
前記データ送出装置の送出データ量を制御することを特徴とする請求項９に記載される通
信量制御方法。
【請求項１１】
前記データ記録装置は、取得した前記パケット破棄情報が所定期間０である場合、前記デ
ータ送出装置の送出データ量を所定値ずつ多くし、前記パケット破棄情報が０を超えたら
、直前の送出データ量の値を前記データ送出装置の送出データ量として制御することを特
徴とする請求項９乃至請求項１０に記載される通信量制御方法。
【請求項１２】
前記データ記録装置は、前記ネットワーク上のネットワークスイッチの入力データ量およ
び出力データ量情報を取得し、出力データ量が入力データ量より少ないネットワークスイ
ッチを前記パケット破棄情報の取得対象とすることを特徴とする請求項９乃至請求項１１
に記載される通信量制御方法。
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